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黄

白

籍

の

新

研

究

宏

序

晋
に
黄
白
籍
の
存
し
た
事
は
晋
書
詑
寧
侍
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
｡
此
両
様
の
音
が
何
を
表
は
す
か
は
鯛
三
省
に
よ
っ
て

1I
鷹
の

解
決
が
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
｡
鯛
氏
の
説
は
黄
白
籍
は
土
着
戸
と
土
断
さ
れ
た
僑
葦
戸
の
別
を
表
は
す
と
す
る
の
で
あ
る
が
､･

鯛
氏
は
白
希
郎
白
丁
の
麓
を
否
定
す
る
事
に
の
み
急
で
あ
っ
て
論
語
の
鮎
に
不
十
分
な
も
の
が
あ
っ
た
｡
そ
の
た
め
で
も
あ
ら
う
か

我
が
岡
崎
博
士
の
採
用
す
る
所
と
な
ら
す
､

｢
南
朝
の
社
合
判
｣
の
研
究
に
於
い
て
黄
白
希
は
士
鹿
の
階
殻
を
表
は
す
と
の
説
を
博

士
は
団
-
拝
し
て
ゐ
ら
れ
る
.
小
生
は
此
博
士
の
詮
に
若
干
の
批
判
を
滋
し
た
い
の
で
あ
る
が
'
鯛
氏
に
よ
っ
て
下
さ
れ
た
束
管
の

黄
白
音
の
詮
の
本
旨
に
於
い
て
妥
雷
な
る
事
を
謹
明
す
る
に
止
ら
ず
'
晋
南
朝
の
戸
籍
黄
白
幕
間
垣
の
T
斑
を
窺
ひ
得
て
'
両
希
の

封
立
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
た
事
象
が
'
自
ら
観
鮎
を
別
に
し
て
な
さ
る
べ
き
事
を
明
か
に
し
得
れ
ば
小
農
の
目
的
は
薙
げ
ら
れ
る
の

で
あ
る
｡

′

‥

黄
白
希
に
封
す
る
讐

省
の
説
は
'
束
の
史
票

通
鑑
樟
鳥

(
諾

誓

什
)
に
自
警

樺
し
て

.簿
篤
也
､
日
詰
着
古
白
丁
之
箱
耳

と
し
た
も
の
を
雛
駁
し
て
な
さ
れ
た
の
で
居
っ
て
'
斯
-
解
す
れ
ば
晋
書
の
白
簿
に
蹄
す
る
記
事
よ
り
'
王
公
を
も
白
丁
と
せ
ざ
る
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を
得
ぬ
事
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
(後
節
註
一
参
讐

.

史
唐
の
詮
の
産
ち
に
捗
る
可
か
ら
ざ
る
は
苗
の
白
丁
と
漠
然
た
る
記
述
を
な

す
事
よ
り
明
か
で
あ
ら
う
O
岡
崎
博
士
は
黄
白
籍
は
士
族
の
別
を
表
は
す
と
さ
れ
る
が
､
推
定
を
考
察
の
起
鮎
と
さ
れ
て
ゐ
る
様
で

①
あ
る
｡
其
内
に
博
士
も
白
請
と
白
丁
に
関
連
を
求
め
ら
れ
る
事
史
虎
と
同
様
で
あ
る
が
､
史
煩
の
如
-
苗
の
白
丁
を
問
題
と
さ
れ
る

の
で
は
な
-
'
南
朝
の
史
書
に
散
見
す
る
白
丁
を
取
上
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡
然
し
此
場
合
史
煩
と
は
逆
に
英
日
音
と
は
東
晋
に
存

㊤

し
た
白
詩
を
指
し
て
言
は
れ
る
′の
で
あ
る
か
香
か
明
か
で
な
い
｡
博
士
の
説
は
臆
測
で
あ
る
｡

博
士
の
塊
詮
は
黄
白
籍
の
性
質
が
明

か
に
な
れ
ば
自
ら
滑
滅
す
る
の
で
あ
る
.
白
丁
は
本
質
的
に
黄
白
幕
間
槙
に
結
び
つ
-
の
で
は
な
く

そ
れ
を
理
解
せ
し
む
る
媒
介

と
し
て
現
は
れ
て
乗
る
に
過
ぎ
な
い
｡

寒
害
(
諾

)沈
倣
之
俸

(認

舶
宗

)
吃

元
嘉
二
十
七
年
､
栗
虜
南
遠
｡
静
三
英
民
丁
｡
倣
之
亦
被
静
｡
既
至
京
都
'
詣
頗
軍
将
軍
劉
蓮
考
､
求
白
丁
除
主
｡
選
考
謂
之

日
'
君
形
柄
不
堪
除
主
｡
(中
略
)｡
二
十
九
年
征
西
陽
転
'
始
神
像
主

去

る
の
が
白
丁
の
初
見
で
あ
る
｡
又
南
史
(
諾

)周
山
風
侍
に

宋
元
嘉
二
十
七
年
'
魂
軍
至
瓜
歩
｡
垂
符
取
健
見
｡
山
勘
鷹
募
.
慣
白
衣
除
主

と
あ
る
.
自
葦
を
白
丁
の
音
と
す
る
事
は
根
球
の
な
S
設
で
あ
る
が
'
奇
し
-
も
白
丁
の
語
の
初
見
す
る
元
嘉
の
徴
静
及
び
こ
れ
に

開
連
し
て
起
り
乗
っ
た
戸
籍
問
短
を
通
観
す
る
事
に
よ
っ
て
黄
箱
を
考
察
し
得
る
の
で
あ
る
｡

元
嘉
二
十
七
年
末
の
天
下
墓

警

し
め
た
の
笠

魂
の
大
武
帝
(詣

語

.1
)
O
南
伐
で
あ
っ
た
｡

こ
漂

南
充
徐
東
署

④

巽
の
六
州
を
操
腐
さ
れ
て
邑
腰
背
侯
と
し
て
元
嘉
の
政
が
衰

へ
た
と
言
は
れ
る
｡

此
時
王
公
妃
主
よ
-
小
民
に
到
る
ま
で
の
献
金
に

砂

よ
り
､
又
銀
制
的
の
徴
収
に
よ
っ
て
軍
費
を
調

へ
た
が
'
兵
力
不
足
の
た
め
堅

二
五
丁
の
徴
教
主

茶
ふ
非
常
手
段
を
取
っ
た
の
で
あ
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①

る
｡
此
方
法
は
普
代
に
北
方
の
石
氏
恭
容
氏
に
行
は
れ
た
こ
と
が
あ
る
｡
此
度
三
五
丁
の
行
は
れ
た
地
は
南
東
州
で
あ
っ
た
｡
末
書

(盟

)索
虜
侍
に

備
蓄
左
僕
射
何
倍
之
参
議
'
拳
南
東
州
三
五
民
丁
.
父
組
伯
叔
兄
弟
'
仕
州
居
職
従
事
'･
及
仕
北
徐
充
麓
皇
弟
皇
子
従
事
'
庶

姓
主
簿
､
諸
皇
弟
皇
子
府
巷
軍
'
督
護
'
図
三
令
以
上
'
胡
麻
合
着
'
不
審
蓉
例
｡
其
除
恋
情
鷲
行
｡
征
符
到
十
日
装
束
'
嫁

江
五
郡
集
展
陵
'
線
准
三
郡
集
肝
胎
｡
叉
募
天
下
琴
手
'
不
問
所
従
｡
若
有
馬
歩
衆
垂
武
力
之
七
鷹
科
者
｡
皆
加
厚
賞

⑥

と
あ
る
｡
右
の
文
に
よ
っ
て
三
五
丁
の
徴
拳
に
も
免
除
の
特
典
の
あ
っ
た
事
を
知
る
の
で
あ
っ
て
'
此
徴
襲
方
法
を
後
の
戸
籍
の
素

⑦

乱
を
正
さ
ん
事
を
議
す
る
者
斉
の
庚
玩
之
'
梁
の
沈
約
等
が
七
侯
∩
又
は
八
催
し
･Q
取
入
'
徴
費
と
呼
ぶ
も
の
に
他
な
ら

ぬ.倍
三
皐

丁
は
米
で
､は
孝
武
帝
の
大
明
五
年

(A
.
D
.
会
-)
に
行
琵

墾

梁
に
は
厘
蒜

は
れ
た
ら
し
い
.
南
蓋

七
)
部
組
探
侍
に
梁

輿
以
釆
'
笑

征
役
､
既
望

五
と
あ
る
.
中
間
の
斉
に
は
攻
の
如
き
高
率
の
筈

も
見
え
る
.
南
史
(
S
)斉
東
昏
侯
紀
に

日
永
元

(はD
o･1449)以
後
'
魂
毎
釆
伐
･
穫
以
内
難
.
揚
南
徐
二
州
人
丁
､
三
人
取
雨
､
以
此
麓
率

･
㊥

㊥

と
あ
る
｡

こ
れ
ら
の
徴
蚤
に
も
免
除
の
事
を
想
像
し
得
る
が
'
民
間
の
戸
希
は
こ
れ
に
よ
っ
て
乱
れ
た
の
で
あ
る
｡

今
元
嘉
の
徴
蚤

の
事
の
み
を
見
て
も
父
組
伯
叔
兄
弟
の
官
職
に
よ
っ
て
免
除
を
輿
へ
た
事
が
'
既
立
此
科
､
人
姦
互
起
､
償
状
滋
鹿
'

以
至
干
斉

(鰯
馳
g
)･
Jか
'
至
乃
鶴
注
帝
位
'
盗
易
年
月
..
芸

三
耕
､
貿
誉

端
(諾

讐

と
か
言
は
れ
る
所
に
ょ
つ
て
如
何
に
戸
警

乗

⑪

乱
せ
し
め
る
原
田
と
な
つ
た
か
を
知
る
の
で
あ
っ
て
'
供
肪
三
状
と
は
父
組
伯
叔
兄
弟
の
茸
紙
を
指
す
も
の
と
考

へ
る
｡

斉
の
虞
玩
之
は
建
元
二
年

(
A.D
.4
80)
に
希
注
の
不
正
を
正
さ
ん
と
す
る
高
帝
の
詔
に
答
へ
て
'
元
嘉
二
十
七
年
の
箱
を
認
め

て
こ
れ
を
基
本
と
す
る
は
積
極
策
な
る
も
'
民
の
法
に
堕
す
る
事
久
し
き
た
め
建
元
の
葦
を
厳
関
し
て
こ
れ
を
基
本
に
せ
ん
事
を
奏

し
た
(諺
)
｡
.

こ
1

に
於
S
て
中
央
に
坂
讐

(嗣
雛
卵
停
)
及
び
令
吏
-

1
て
琵

蓋

し
･
不
雷

き

た
者
を
十
年
間
線
推

･i- 32 ′･-
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⑩

に
荊
成
せ
し
め
た
の
で
あ
る
が
'

百
姓
の
怨
望
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
攻
の
武
帝
の
永
明
八
年
(A
.
D
.490)
の
詔
に

大
筒
骨
膜
'
桝
尊
卑
者
'莫
不
取
信
於
黄
昏
.
豊
有
臓
器
常
葉
'
璃
服
非
分
.
故
所
以
滞
草
展
妄
'
式
允
帝
章
O
然
呼
起
前
代
､

過
非
茸
失
笑
･
既
往
之
讐
'
不
足
迫
驚

自
宋
昇
明
(け
3
6
477)
以
前
'
皆
把
窪

｡
共
有
詞
役
遼
寧

各
許
選
本
｡
此
後
有

'
甥

警

(
諾

)

と
あ
る
.
宋
の
元
嘉
の
民
丁
徴
蓉
及
び
免
除
の
事
よ
-
此
詔
ま
で
'
更
に
は
梁
の
沈
約
の
議
ま
で
の
事
象
の
脈
々
た
る
連
陶
を
辿
る

時
に
は
黄
〔白
U
韓
の
解
樺
を
新
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
｡

⑲

岡
崎
博
士
は
杜
佑
が
黄
籍
を
以
っ
て
腐
-
民
戸
の
箱
と
し
て
版
籍
門
に
我
す
事

'
建
元
二
年
の
斉
の
高
帝
の
詔
も
士
魔
を
腐
-
也

⑭

含
す
る
事
よ
-
'
茸
籍
と
は
士
庇
を
問
は
す

一
般
声
音
と
な
し
得
る
可
能
性
を
も

7
鷹
考
慮
さ
れ
､
叉
庚
玩
之
､
沈
約
も

7
般
戸
籍

に
説
き
及
ん
で
ゐ
る
事
に
も
留
億
さ
れ
乍
ら
'
両
も
こ
れ
を
文
腰
上
形
式
上
の
問
鞄
と
し
て
'
黄
籍
を
兼
す
事
を
黄
白
籍
を
jE
す
事

@

-
即
ち
士
廉
の
別
を
正
す
事
I
と
断
定
さ
れ
て
ゐ
る

O

朱
書
(
票

)孝
覇
何
子
平
健
に

母
本
側
藍
｡
詩
経
失
葦
'
年
式
及
巷
而
希
年
己
浦
｡
街
凱
之
謂
日
､
尊
上
年
茸
凍
八
十
､
親
政
所
知
｡
千
千
日
'
公
家
取
信
黄

昏
｡
積
年
既
至
云
々
(謂

S
.み
)

こ
れ
は
元
嘉
三
十
年
以
前
の
事
で
あ
る
が
1
黄
籍
に
は
家
族
も
載
せ
ら
れ
年
齢
も
注
さ
れ
て
ゐ
る
｡
元
素
の
徴
費
に
よ
っ
て
父
組

以
下
の
茸
状
も
注
さ
れ
て
ゐ
た
事
を
知
る
が
､
庚
玩
之
は
其
琴
任
を
認
め
る
事
の
秩
極
寒
な
る
を
考
慮
し
た
の
で
あ
る
｡

小
生
は

一
般
声
音
が
茸
籍
で
あ
り
､
戸
籍
上
よ
り
士
藍
を
分
ち
得
る
と
す
れ
ば
､
黄
籍
の
発
注
に
よ
っ
て
な
し
得
る
も
の
と
考

へ

⑯

- 33-

る
｡
黄
葦
は
民
の
犬
紀
で
あ
り
'
徴
蚤
免
除
も
こ
れ
に
標
準
を
求
め
る
の
で
あ
る
｡
右

の
た
め
に
こ
れ
を
希
仏
者
は
希
注
を
偽
る
の



･#

で
あ
っ
て
'
沈
約
の
言
を
借
り
て
言
へ
ぼ
ほ
ど
衣
食
す
る
者
は
皆
不
正
を
な
し
た
の
で
あ
る
｡
虞
玩
之
'
沈
約
が
元
嘉
の
敬
啓
以
前

の
希
に
よ
っ
て
後
の
希
の
不
正
を
正
さ
ん
と
し
た
事
は
斯
-
し
て
理
解
が
出
来
る
の
で
あ
る
｡

･建
元
の
詔
､
虞
玩
之
の
奏
文
'
永
明
の
詔
'
沈
約
の
奏
文
の
1
般
民
声
に
言
及
す
る
革
が
､
文
鰻
上
形
式
上
の
問
畦
で
あ
る
か
香

か
の
諭
は
束
管
の
黄
白
箱
を
考
察
す
る
時
に
は
自
ら
滑
城
す
る
と
息
ふ
｡

珪e
)

塊
晋
南
北
朝
通
史
外
飼
第
二
章
第
四
節

｢
南
朝
の
敢
骨
制
｣
へ
貢
五
九
四
､
五
九
五
).
南
朝
に
於
け
る
士
庶
置
別
に
鹿
で
の
小
研
究

へ
南
北
朝

に
於
け
る
敢
骨
経
済
制
度
併
収
)
｢
黄
籍
に
就
て
｣
の
項
(
頁
二
三

1
-

二
三
二
).

後
者
は
内
藤
博
士

遠
野
記
念
支
那
単
論
叢
に
も
収
め
ら
れ

る
が
.
若
干
の
補
ひ
あ
る
赦
骨
経
済
制
度
の
方
に
按
-
景
教
を
記
す
.
仰
以
下
籍
と
略
稀
す
る
こ
と
あ
る
も
､
そ
れ
は
戸
籍
を
意
味
す
る
を
御

衆
知
あ
･｡
た
い
O

◎

｢
士
庶
区
別
の
研
究
｣
京
二
三

1
～
二
三

7｡

博
士
が
自
籍
を
庶
民
の
籍
と
さ
れ
る

畔

1
の
根
嫁
と
-
な
る
べ
き
も
の
は
自
T
と
自
籍
と
の
舶

連

の串
で
あ
る
｡

赦
し
小
生
は
南
朝
の
自
丁
に
就
い
て
は
､
博
士
が
耶
弘
行
の
A;
丁
の
寵
へ晋
宋
事
故
)
を
僻
祝
さ
れ
て

｢
こ
れ
蓋
し
民
丁
の
兵

役
に
微
鼓
さ
れ
し
際
に
多
-
用
ひ
ら
る
～
を
以
て
也
｣
と
さ
れ
た
以
外
の
串
は
知
-
得
な
い
｡
都
民
の
例
に
知
見
す
る
も
の
を
加

へ
て
所
木
を

示
せ
ば
､
宋
音
巻
五
十
由
琵
之
侭
'
同
書
奄
八
十
四
部
境
樽
二
一
ヶ
所
)
.
南
勢
薯
巻
二
十
六
文
数
則
倖
(商
史
同
傾
向
)
､
同
番
奄
四
十
四
沈
文

季
侍
に
見
ゆ
O
知
見
す
る
阻
-
東
隣
番
に
は
用
ひ
ら
れ
ぬ

都
民
の
如
-
自
丁

の前
後
二
三
字
を
引
用
し
て
も
束
に
別
か
に
な
る
所
が
L･.
い
が

そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
は
教
育
千
字
を
引
か
ぬ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
引
用
は
止
め
た
い
｡
こ
れ
ら
の
自
丁
に
見
ら
れ
る
所
は
~
切
迫
L
Ll軍
陣
に
際

L
t
或
ひ
は
寒
甲
頼
り

締
齢
卒
に
射
し
､
或
ひ
は
馬
軍
に
射
し
て
用
ひ
ら
れ
､
器
伏
す
ら
持
L
l
な
い
者
で
あ
る
｡
験
審
巻
五
十

1
新
陽
樽
の
今

英
楚
之
王
~
練
詠
侠
之
兵
､
殿
自
社
之
衆
､
西
輿
天
子
争
街
の
自
社
に
斬
師
tj
が
音
素
非
寄
進
之
人
､
若
今
昔
白
丁
炎
と
注
し
た
も
の
と
何
棟

に
見

て誤
ら
な
い
｡
自
丁
は
債
の
戸
籍

の用
語
と
し
て
出
て
釆
る
が
､
他
に
種
々
の
用
例
あ
る
は
沈
家
本
の
日
南
随
蟹

(
沈
寄
鯵
先
生
嘩
嘗
乙

篇
併
収
)
､
今
西
博
士
の
朝
鮮
自
丁
考

(
史
赤
)
を
参
宥
め
-
た
い
｡
尤
も
沈
氏
は
多
-
侭
文
敢
府
よ
-
引
い
た
の
で
あ
る
か
ら
親
船
を
見
れ
ば

早
い
.
仲
北
軒
に
州
噺
の
力
投
騒
俺
に
伏
せ
ら
れ
る
日
出
山
制
度
か
あ
る
(惰
筈
首
甘
志
参
肴
)
｡
日
航
は
米
審
酪
志
其
他
に
散
見
し
卑
-
束
管

米
に
見
ゆ
｡
宋
音
巻
四
十
八
朱
齢
石
博
に
自
出
陳
主
丁
畔
(晋
蕃
向
停
米
審
ー
武
帝
紀
中
'
貌
寄
劉
裕
俺
に
は
批
士
丁
時
と
し
て
的
づ
)と
あ
る
｡

曲
鑑
脊
艇
四
十
安
蘇
我
軌
仙十
三
舛
四
月
の
億
の
胡
紅
に
劉
裕
堪
自
丁
之

肌
着
､
入
挺
左
右
､
使
畔
釦
之
云
々
と
め
る
.
胡
氏
の
紀
を
容
れ
自
紅

T _>4-
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と
自
丁
を
無
偉
件
に
同

一
親
し
で
束
晋
の
自
尊
に
接
近
せ
し
め
で
も
.
自
籍
と
自
丁
に
繍
連
な
き
は
胡
氏
自
身
の
乾
-
俳
で
あ
り
'
胡
氏
の
託

を
克
服
し
て
後
に
始
め
て
関
連
を
或
む
べ
き
も
の
と
考

へ
る
｡

㊥

朱
書
巻
九
十
五
索
鼻
侍
に
凡
破
南
蛮
徐
蛮
漁
青
葉
六
州
､
殺
略
不
可
稗
計
と
あ
る
｡
通
鑑
宋
紀
八
元
轟
二
十
八
年
の
健
に
元
寡
の
政
が
乗

へ
た

と
嘆
き
.
其
敗
糊
の

1
を
江
南
の
自
丁
が
軽
々
し
-
逝
過
し
た
～
切
と
す
る
が
'
こ
の
日
丁
は
義
勇
兵
民
丁
を
含
め
て
概
言
し
た
に
過
ど
ぬ
O

④

朱
書
索
康
博
に

是
歳
軍
遊
大
起
｡
王
公
妃
主
及
朝
士
牧
守
､
各
献
金
吊
等
物
'
以
助
図
月
､
下
及
富
室
小
民
'
亦
有
猷
私
財
'
至
数
十
高
著
.
中
略
3

有
司

又
奏
､
軍
用
不
充
､
揚
南
徐
覚
江
四
州
富
有
之
民
､
家
箕
浦
五
千
高
､
偲
尼
轡

一千
前
者
~
並
四
分
換

一
.
過
此
率
'
討
串
息
郎
淀

と
あ
る
｡
中
略
の
部
は
本
文
に
引
用
す
｡

⑤

晋
書
巻
首
大
石
季
龍
(
痩
)載
記
上
(親
藩
巻
九
十
五
同
俸
同
)､
同
書
春
宵
十
慕
容
僑
載
記
参
看
｡

◎

先
の
周
山
樹
は
此
時
鹿
寡
し
た
者
｡
沈
倣
之
の
費
せ
ら
れ
た
三
呉
地
方
に
如
何
な
る
級
数
の
科
が
あ
っ
た
か
不
明
で
あ
る
が
､
恐
ら
-
馬
歩
衆

葺
武
力
の
科
が
そ
れ
で
あ
っ
た
と
思
ふ
O
三
五
丁
で
な
い
串
は
貌
書
巻
九
十
七
割
義
隆
侍
に
南
完
及
青
葉
･'媚
準

二
英
簡
資
､
以
配
戎
行
と
二
三

丁
の
行
ほ
れ
た
南
箸

別
記
し
て
ゐ
る
苦

碁

へ
ら
れ
る
O
又
三
芋

-

ば
父
の
官
職
に
よ
是

政
之
は
免
除
さ
る
べ
嘉

(卵
鯛
)
で
あ

る
｡
通
鑑
は
青
菜
徐
琢
二
完
六
州
の
三
五
民
丁
を
聾
し
た
と
記
し
て
此
間
の
事
情
を
捜
し
て
し
ま
っ
て
ゐ
る
.
従
衆
自
丁
の
身
分
を
規
定
す
る

た
め
沈
倣
之
樽
を
引
用
す
る
者
は
骨
三
英
民
丁
〔
除
〕
軸
自
丁
除
と
す
る
事
に
何
等
言
を
焚
き
や
従
っ
て
身
分
の
規
定
に
は
な
ら
L･.
か
っ

た
｡
牧

之
博
の
除
去
と
は
軍
隊
組
織
上
の

1
地
位
で
あ
る
.
侠
誼
通
鑑
胡
証
を
引
け
ば
軍
有
畦
主
除
主
~
絶

一
軍
者
.

謂
之
軍
主
(
元
素
二
十
七
年
の
健
)

と
あ
る
｡
小
生
は
倣
之
伸
の
自
丁
隊
.
山
樹
侍
の
白
衣
除
と
は
三
五
丁
に
よ
-
装
束
し
て
出
た
民
丁
除
を
指
す
と
解
す
る
0
白
衣
と
は
戎
服
に

封
す
る
(晋
書
巻
七
十
八
孔
也
憧
参
看
)
｡
佃
三
共
に
は
鈎
氏
通
鉦
鼓
耕
正
､
重
民
十
七
史
商
権
に
考
詔
が
あ
る
'
参
肴
さ
れ
た
い
.

⑦

南
朝
の
戸
籍
問
題
の
概
要
は
奔
審
撃

二
十
四
(南
史
巻
四
十
七
)虞
玩
之
俸
'
南
史
巻
五
十
九
三
倍
滞
侍
と
適
典
と
の
両
者
併
収
の
沈
約
の
轟
に

ょ
っ
.て
知
-
得
る
｡
南
史
と
通
典
は
同
じ
史
料
に
嫁
つ
た
と
思
ほ
れ
る
が
､
通
典
の
方
が
詳
し
-
沈
約
の
議
を
侍

へ
て
甚
だ
貴
盈
な
も
の
で
あ

る
.
飴
し
七
燦
八
俵
の
串
は
従
来
何
れ
と
も
決
定
出
爽
な
か
っ
た
.
何
と
な
れ
ば
虞
玩
之
侍
に
琴

冗
寡
二
十
七
年
八
煉
擬
人
'
孝
建
元
年
書
籍

衆
巧
之
併
始
と
あ
i
､
王
伶
確
侍
に
始
以
七
催
徴
資
､
既
立
此
科
､
人
姦
互
屯
と
あ
-
'
通
典
両
者
を
収
む
る
も
仝
-
同
じ
か
ら
で
あ
る
｡
王

倍
描
侍
の
此
科
と
は
七
健
を
指
す
望

)TE
ふ
迄
も
な
い
｡
小
生
は
次
の
如
-
解
す
.
本
文
の
如
き
七
健
以
外
の
者
が
徴
襲
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
嘗

癌
に
七
保
の
擬
人
徴
資
と
呼
ん
だ
の
で
あ
-
､
八
樵
は
詣
で
あ
る
と
｡
皇
弟
皇
子
の
官
は
隠
者
宵
宮
志
頻
の
班
制
の
健
を
参
看
め
-
た
い
.
関

に
拳
琴
R
年
の
書
籍
の
素
敵
と
は
文
帝
の
長
子
掛
及
び
戚
賓
の
乳
が
あ
っ
て
入
動
者
が
多
か
つ
た
～
め
で
あ
る
(廃
坑
之
偉
容
看
)

0
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㊤

宋
書
巻
九
十

1
孝
義
孫
頼
博
に
見
え
る
｡
徴
発
の
期
に
遅
れ
る
者
は
軍
法
に
よ
っ
て
虚
斯
さ
れ
る
の
で
あ
る
.
魂
書
巻
育
五
天
象
三
文
成
帝
和

平
二
年
の
保
に
江
南
大
磯
､
E
.竹
有
津
侶
之
令
蔦
と
あ
る
は
此
時
の
徴
発
を
指
す
と
考

へ
る
｡

㊥

三
五
丁
に
就
い
て
は
胡
三
省
は
石
虎
の
徴
準

(晋
紀
十
九
成
帝
成
廉
八
年
十
二
月
の
催
)
に
は
三
丁
費

二
'
五
丁
費
三
と
'
元
素
の
微
費
(宋
紀

八
)･に
は
三
丁
費
其

7
､

五
丁
発
英
二
と
南
棟
の
話
を
し
て
ゐ
る
｡
南
史
部
組
探
博
に
よ
っ
て
も
何
れ
と
も
定
め
難
い
.

車
庫
侍
に
は
悉
と
あ

る
が
稀
就
侍
に
よ
れ
ば
弟
の
み
徴
発
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡
石
季
龍
侍
上
に
は
佃
五
丁
寧

こ
､
四
丁
取
二
な
る
率
が
あ
る
｡
三
五
丁
と
は
恐
ら
-

五
丁
よ
-
三
を
費
し
た
も
の
か
と
臆
測
す
る
に
止
め
た
い
O

⑯
-
徴
発
を
避
け
る
た
め
に
人
士
に
附
隷
し
て
魔
名
と
な
-
'
詐
っ
て
籍
に
病
と
注
し
た
都
南
史
束
昏
侠
紀
に
詳
し
.

⑪

小
生
は
三
枚
を
岡
崎
博
士
の
如
-
戸
と
人
と
力
投
と
を
耽
列
す
る
意

(｢
士
庶
国
別
の
研
究
｣
貫
二
二
九
)
に
は
解
し
な
い
｡
何
賀
状
に
就
い
て

は
後
節
に
述
べ
る
如
-
永
初
元
年
の
詔
に
於
い
て
も
博
士
と
所
見
を
輿
に
す
る
｡

⑩

地
方
よ
-
中
央
に
上
さ
れ
L
'籍
を
槍
関
す
る
串
を
槍
籍
と
言
ひ
'
不
正
の
も
の
を
返
却
し
不
正
を
焦
し
た
者
を
諦
戊
の
刑
に
虎
す
の
で
あ
っ
て

此
返
却
を
却
籍
と
呼
ぶ
串
次
に
よ
っ
て
甚
だ
明
か
で
あ
る
｡
南
史
巻
七
十
七
茄
法
亮
侍
に

上
籍
被
却
者
悉
充
達
成
｡
宵
姓
喋
怨
'
或
逃
亡
避
符
.
常
陽
人
膚
罵
之
'
閃
此
衆
篤
盛
観
.
中
略
.
77夷

却
籍
者
奔
之
'
来
室
三
高

と
あ
る
｡
斉
に
有
名
な
唐
寓
之
の
収
乳
は
検
籍
の
職
行
が
劫
関
と
な
っ
た
の
で
あ
る
｡
兜
に
自
丁
の
例
に
輿
げ
た
沈
安
季
侍
の
記
事
も
此
時
の

串
で
あ
る
O
岡
崎
博
士
が
却
籍
を
人
声
の
減
少
(｢
士
庶
底
別
の
研
究
｣
貫
二
≡

ニ
)'
庶
民
の
士
籍
に
入
る
串

(｢
南
朝
貴
凍
制
の

1
両
｣
貢
二

四
四
)
と
さ
れ
る
は
常
を
得
な
い
｡
常
時
如
何
に
籍
経
に
不
正
が
多
か
つ
L
'か
は
人
民
を
喝
制
徴
発
す
る
に
籍
沌
を
検
閲
し
て
不
正
者
&
.醍
-

恥
せ
ば
い
ゝ
と
言
は
れ
る
(商
史
奄
五
十
五
琴
光
起
侍
)
稗
で
あ
る
.
又
椅
籍
官
を
置
い
た
串
が
賄
賂
同
線
に
よ
っ
て
不
花
を
蒸
す
原
田
と
な
っ

た
串
廃
坑
之
侍
沈
約
の
議
に
見
ゆ
O

⑲

杜
倍
が
黄
籍
を

一
般
戸
籍
と
し
た
事
は

確
か
で
あ
る
.

通
匪
脊
紐

1
建
元
二
年
の
詔
の
茸
籍
の
証
に
杜
佑
日
'

薫
籍
者
､

戸
口
版
籍
鴨
と
め

る
｡
こ
の
話
は
何
に
擦
る
か
今
審
か
に
し
な
い
が
､
晋
紐
十
八
成
帝
成
廉
七
年
四
月
の
保
の
胡
証
に
も
来
賓
以
下
'
有
黄
籍
と
あ
る
よ
-
見
て

も
胡
氏
も
自
籍
の
存
在
を
認
め
て
ゐ
な
い
(後
節
詫

1
参
照
)
｡

事
案
我
々
も
宋
以
下
に
自
籍
の
布
衣
を
知
-
得
な
い
｡

@

琴

光
の
詔
と
は
舛
書
庚
玩
之
博
に
上
患
民
間
欺
巧
と
あ
-

建
元
二
年
詔
朝
臣
日
｡
葺
籍
民
之
大
紐
､
図
之
治
端
｡
.C=
頃
鴨
俗
巧
償
'
鳥
目
己
久
｡
至
乃
稀
注
停
位
'
賂
易
年
月
'
埼
損
ニ
雇

'
貿
襲

満
端
｡
戎
戸
存
耐
文
書
巳
椎
､
或
人
証
相
反
託
死
板
'
停
私
丙
云
隷
役
､
身
張
両
種
六
疾
｡
編
戸
斉
家
､
少
不
如
此
｡
常
政
之
京
蜜
､
敦

之
深
威
｡
此
隼
雄
却
籍
改
書
'
終
無
得
賓
云
々
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と
あ
る
も
の
で
あ
る
｡
此
詔
は
請
書
に
引
用
し
て
文
字
に
異
同
が
あ
る
が
奔
書
の
ま
～
を
引
-
.
伶

｢
士
庶
直
別
の
研
究
し
頁
二
三
三
参
看
｡

⑯

｢
士
庶
直
別
の
研
究
｣
貢
二
三
四
｡
籍
を
却
改
す
る
事
は
博
士
の
言
は
れ
る
如
-
士
庶
を
正
す

目
的
の
た
め
に
な
さ
れ
る
｡
そ
れ
は
民
が
常
賀

状
を
籍
に
法
す
れ
ば
籍
に
よ
っ
て
徴
資
が
出
奔
な
-
な
る
か
ら
で
あ
る
｡
沈
約
の
議
に
宋
斉

二
代
､
士
庶
不
分
､
舟
役
滅
飼
-
あ
る
が
~
黄
白

籍

り別
を
正
す
の
で
は
な
-
葺
籍
の
籍
注
を
正
す
の
で
あ
っ
て
､
元
嘉

の徴
蚤
に
よ
っ
て
葉
風
し
た
と
考

へ
る
併
よ
-
､
そ
れ
以
前
の
永
初
貴

平
又
は
晋
籍
を
基
準
に
し
て
正
さ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
｡
恭
し
そ
れ
を
果
し
得
や
次
第
に
基
本
と
な
る
籍
の
年
代
を
引
下
げ
る
串
永
別
の
詔
に

見
え
る
如
-
で
あ
る
｡

⑯

虞
玩
之
侍
沈
約
の
議
を

1
見
す
る
と
茸
籍
は
特
別
の
籍
の
様
で
あ
る
が
､
玩
味
す
る
時
は
地
方
か
ら
中
央
に
上
し
て
凍
る
賓
状
身
分
牌
係
を
詳

細
に
記
入
し
た
籍
を
葦
籍
と
科
す
る

ので
あ
っ
て
何
番
省
に
細
る
の
で
あ
る
｡
黄
籍
の
褒
状
は
晋
代
の
も
の
を
引
穐
き
注
さ
れ
た
串
次
節
に
考

祭
す
る
が
､
其
資
状
に
よ
っ
て
官
に
就
き
得
る
や
否
や
決
す
る
事
次
の
例
で
明
か
で
あ
る
｡
寮
書
巻
三
十
三
虚
構
侍
に

椿
に
復
鎖
〔
本
州
大
〕

甲
正
｡
長
沙
王
盛
儀
蓮
用
英
輿
聞
入
畠
､
悠
州
講
習
｡
緒
以
賓
籍
不
常
､
執
不
許

と
あ
る
.
此
籍
注
を
整
理
す
る
時
は
語
書
が
出
凍
る
.
諸
寄
は
蓮
馨
に
重
要
な
も
の
で
あ
-
､
又
籍
注
の
薫
風
の
甚
し
い
頃
J･5-
語
草
が
盛
ん

に
な
る
次
第
は
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
が
今
は
其
串
に
は
立
入
ら
な
い
｡
侍
黄
籍
は
庚
玩
之
侍
に
自
泰
始
三
年
､
雪
花
徴
四
年
､
揚
州
等
九
郡

四
鍵
黄
籍
と
あ
-
~
通
典
に
は
南
徐
江
都
道
繭
年
葺
籍
不
上
と
あ
-
~
毎
年
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
樺
で
あ
る
｡

二

束
管
の
黄
白
籍
に
就
い
て
嬰

密

に
説
の
あ
る
霊

既
に
述
べ
た
が
'
其
説
と
は
通
鑑
樺
文
誹
誤

警

余
業
江
左
之
制
｡
諸
土
着
賢
戸
用
黄
籍
､
僑
戸
土
断
自
籍
｡
娘
邪
南
渡
'
凡
中
土
故
家
､
以
歪
士
庶
自
北
釆
者
､
至
此
時
､
各

因
其
折
居
奮
土
､
備
置
郡
願
名
'
併
置
守
令
､
以
統
治
之
｡
故
日
正
土
断
｡
不
以
責
霧
箱
之
而
以
白
籍
｡
謂
以
白
紙
麓
希
'
以

別
於
江
左
奮
釆
土
著
者
也

㊨

と
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
'
此
時
と
は
成
帝
威
康
七
年

(A.
D.34))を
指
す
O

こ
れ
に
排
駁
さ
れ
た
通
鑑
樺
文
の
詮
も
賓
は
前
代
の
も

の
姦

っ
た
の
で
-

う
｡
自
民
六
帖
事
類
集
讐

(讐

㍊

鰍
帖
)戸
口
版
茸

昌

箱
に
苧

之
警

注
し
て
′-

.
白
荒

氏

の
晋
の
黄
白
籍
に
封
す
る
見
界
は
其
書
の
性
質
上
今
明
か
に
し
待
な
い
が
板
球
あ
る
詮
で
な
S
事
は
明
か
で
あ
る
o
我
々
は
阿
崎
博

37
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士
に
ょ
つ
七
始
め
て
南
朝
の
融
合
制
を
明
快
･に
知
-
得
た
の
で
あ
る
が
'
黄
白
希
の
研
究
に
於
い
て
S
さ
1
か
懐
鳶
た
ら
ざ
る
感
あ

る
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
の
は
'
晋
書
汚
寧
侍
の
黄
白
音
の
記
事
よ
-
考
察
を
鵜
め
ら
れ
'
自
希
の
本
質
を
表
は
す
成
帝
紀
の
記
事
に

何
等
の
高
誼
を
仰
ひ
得
な
か
っ
た
事
で
あ
る
と
私
か
に
思
ふ
の
で
あ
る
｡
鯛
三
省
の
説
は
賓
に
成
帝
紀
と
菟
寧
侍
を
綜
合
し
た
も
の

に
他
な
ら
ぬ
｡

晋
書
(S
)成
帝
紀
成
康
七
年
四
月
の
候
に

茸
編
戸
王
公
己
下
'
皆
正
土
断
白
葦

と
あ
畑
･
憎
等

寧
侍
に

●●●●●●

●●

摘

<.R
土
等

以
嘗

姓
之
心
.
聖

作
制
'

慧裏白之別o
昔
中
豊

乳
'
流
寓
江
差
｡
庶
4g

.
*

.
-E
jN
B
gj

.
*

.
&
1

.～.jS
I

経本郡｡
日
商
漸
入
'
人
安
其
葉
､
丘
聾
墳
柏
'
皆
己
成
行
'
畢
無
本
邦
之
名
而
有
安
土
之
賃
.
今
宜

正封索､

以上断人戸'

刃

●

■

明
考
課
之
科
･
修
間
伍
之
法
云
々

-

③

と
あ

るo
通
鑑
は
此
記
事
を
孝
武
帝
太
元
十
四
年
(A
.

D
.
3
8
9)
に
繋
ぐ
0
通
典
食
貨
版
桑
門
に
杜
佑
は
昔
中
原
喪
乱
よ
り
引
用
し
て

④

㊥

花
率
の
議
を
正
し
-
は
倦

へ
ず
'
清
朝
の
考
語
家
も
晋
の
黄
白
希
の
事
に
は
深
-
立
入
ら
な
い
o
顧
れ
ば
鯛
氏
の
所
説
も
黄
白
籍
の

間
亀
を
解
決
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
っ
た
.
殊
促
黄
希
に
は
見
る
べ
き
説
明
を
輿
へ
て
ゐ
な
い
.
そ
の
た
め
に
関
税
を
後
に
宛
し
た

の
で
あ
る
｡
以
下
に
解
明
の
輩
を
進
め
た
い
｡

⑥

成
帝
紀
の
賛
編
戸
と
は
客
戸
督
戸
に
非
ざ
る
戸
と
解
し

'
正
土
断
と
は
菰
寧
侍
の
正
封
嚢
'
以
土
断
人
戸
の
意
味
に
解
す
る
.
自

⑦

箱
に
は
土
断
し
た
僑
寓
戸
を
附
し
た
の
で
あ
る
が
'
花
寧
侍
に
よ
れ
ば
梅
本
郡
を
挟
注
し
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
｡
挟
注
と
あ
れ
ば
土

断
さ
れ
た
地
名
の
下
に
挟
注
し
て
あ
る
事
を
知
り
得
る
｡
土
断
法
の
髄
制
よ
-
富
へ
ぼ
此
時
元
の
本
貫
を
戸
籍
上
に
失
っ
て
し
ま
ふ

/
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喪

で
あ
る
が
､
故
土
に
踊
る
日
の
あ
る
事
を
顧
慮
し
て
特
に
執
韓
を
許
し
た
の
で
あ
る
｡

鯛
氏
は
黄
藻
に
見
る
べ
き
説
明
を
興

へ
て
ゐ
な
い
が
'
成
帝
紀
帯
革
傍
の
綜
合
に
よ
っ
て
は
詮
を
な
し
得
な
い
の
で
あ
る
｡
我
々

は
既
に
太
平
御
簡
(
讐
昔

部
札
所
政
の
晋
令
に

郡
国
語
戸
口
責
務
.
轄
皆
用

一
尺
二
寸
札
O
己
春
宮
役
者
載
名

㊥

㊥

と
あ
る
事
を
知
る
.
岡
崎
博
士
の
考
察
さ
れ
る
が
如
-
此
晋

令を西
晋
の
令
と
小
生
も
考
察
し
た
い
O
叉
此
乗
務
を

一
澱
戸
籍
と
さ

れ
る
事
に
も
何
等
異
存
が
な
S
｡
然
し
江
差
に
晋
が
復
活
し
て
よ
り
土
断
の
嘗
行
に
よ
っ
て
黄
希
が
士
族
の
希
と
な
っ
た
と
さ
れ
る

⑲

博
士
の
考
察
に
は
碓
ひ
得
な
S
の
で
あ
る
｡
其
澄
明
の
た
め
に
は
東
晋
に
於
い
て
県
民
の
籍
も
黄
籍
で
あ
っ
た
賓
例
を
琴
ぐ
れ
ば
足

る
と
思
ふ
｡
晋
書
(ヂ

)
翌

､
通
典
(崇

)
穫

苧

九
の

｢
掌

裾
掠
授
賊
後
棒
芽

妻
之
㌃

服
議
｣
に
よ
っ
て
萱

の
震

⑪

優
部
が
贋
麓
に
載
せ
ら
れ
て
ゐ
た
事
を
知
る
の
で
あ
る
｡
こ
れ
は
成
帝
成
康
二
年
(
A

･

D
･3
8
6)
剤
州
南
平
瓢
に
起
っ
た
事
件
で
あ
っ

た
が
､
こ
1

に
到
っ
て
胡
氏
の
黄
白
韓
は
土
着
戸
と
七
断
さ
れ
た
僑
富
戸
の
箱
を
表
は
す
と
す
る
説
に
従
は
ね
ぽ
な
ら
ぬ
と
共
に
'

凝
率
の
黄
白
露
に
就
い
て
述
べ
て
ゐ
る
所
が
夏
に
判
然
と
し
て
釆
る
の
で
あ
る
｡
乃
ち
西
晋
に
一
般
戸
音
は
黄
籍
で
あ
っ
た
が
へ
束

管
に
到
っ
て

一
般
戸
籍
に
黄
白
両
錆
が
存
春
し
た
の
で
あ
る
｡

此
両
箱
の
存
在
を
羅
寧
は
更
に
土
断
す
る
事
に
よ
っ
て
改
革
せ
ん
と

㊥

t
た
の
で
あ
る
.

自
鴇
は
轡
別
の
籍
で
あ
る
以
上
常
然
廃
止
さ
る
べ
き
運
命
に
あ
る
O
宋
以
後
に
布
衣
を
知
り
得
な
い
事
は
党
に
述
べ
た
が
何
時
滑

威
し
た
の
で
あ
ら
う
か
｡
そ
れ
は
故
郷
に
締
る
日
の
近
き
を
思
っ
て
も
所
詮
叶
は
ぬ
事
と
悟
っ
た
時
'
戸
錆
制
度
の
愛
別
よ
-
生
す

る
弊
を
改
革
し
た
日
で
あ
る
寄
白
籍
の
性
質
よ
-
考

へ
ら
れ
る
自
明
の
理
で
あ
る
｡
小
生
は
此
改
革
を
断
行
し
た
人
を
米
の
武
帝
劉

裕
を
措
S
て
丘
い
と
考
へ
る
｡

-

束
晋
末
の
安
帝
の
下
に
劉
裕
は
所
謂
叢
殿

(
九
年
A
.
D
.

418)
の
土
断
を
行
っ
た
O
其
民
居

1
な

-- 39-
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ら
ざ
る
芸

に
土
断
苦
行
の
必
要
を
説
い
墓

の
中
に
･
大
司
馬
桓
漁
の
庚
成

(
脂
瑠

讐

694
Ill)
の
土
断
を
讃
美
し
･
時
弊
を
詮

⑩

く
罫
泥
率
の
奏
し
た
所
と
全
-
同
様
な
る
事
は
両
者
を
封
照
す
れ
ば
明
か
で
あ
る
｡
花
率
の
議
が
此
時
断
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡
南

方
に
国
土
を
僑
寓
せ
し
む
る
観
念
を
事
箕
の
上
に
棄
て
1

此
虚
に
土
着
し
た
の
が
南
朝
で
あ
る
｡

1
言
す
べ
き
は
耐
崎
博
士
が
葉
音
を
士
族
の
籍
と
考
察
さ
れ
る
論
蜂
の
一
と
な
る
宋
武
劉
裕
の
即
位
し
た
年
永
勧
元
年

(A
.
D
1
4

2

0
)

の
詔
(鵡
相
讐

)
吃

先
有
茸
朕
､
黄
希
拾
存
者
'
鑑
復
本
注

と
あ
る
も
の
に
就
い
て
ゞ
あ
る
｡博
士
は
｢
士
族
を
以
て
自
ら
居
る
者
は
本
箕
を
改
む
る
を
欲
し
な
い
｡
是
に
於
て
1
つ
の
特
例
が
設

㊨

け
ら
れ
･
れ
-

者
に
封
し
て
墓

に
管

て
童

に
注
足
し
た
｣
妄

警

れ
た
O
雪

に
管
見
を
述
ぶ
れ
ば
本
注
と
蛋

讐

一

箱
注
を
指
す
も
の
と
小
生
は
孝
へ
る
｡
こ
れ
よ
旦

二
十
年
後
の
元
嘉
の
民
丁
徴
聾
に
は
'
父
組
伯
叔
兄
弟
の
筆
圧
の
茸
新
に
よ
っ
て

の

免
除
姦

へ
た
事
豊

に
考
警

た
･
此
永
初
の
詔
の
叢

と
昔

代
の
も
の
で
あ
る
事
は
言
を
保
た
ぬ
が
･
英
資
警

引
警

注

l

⑯

す
る
事
を
許
し
た
の
は
即
位
の
年
の
優
姐
の
詔
で
あ
る
事
よ
り
首
肯
出
来
る
.

父
組
の
茸
脈
の
籍
注
は
恐
ら
-
戸
主
の
名
の
下
に
あ

⑯

っ
た
ら
う
事
は
都
城
助
教
授
の
バ

リー
よ
り
輩
錬
さ
れ
て
斎
ら
さ
れ
た
敦
燈
の
戸
籍
に
よ
っ
て
考
へ
ら
れ
る
0
本
眉
に
注
定
し
た
1

め
に
如
何
な
る
結
果
を
生
す
る
の
か
博
士
は
明
か
に
さ
れ
て
ゐ
な
い
が
'
小
生
は
此
王
朝
が
襲
っ
て
も
前
代
の
籍
注
を
復
注
せ
し
め

た
､
其
籍
注
に
よ
O
て
国
家
非
常
時
の
徴
登
に
も
免
除
を
輿

へ
た
事
が
'
南
朝
の
鹿
骨
制
に
重
要
な
る
意
我
を
有
す
る
も
の
と
考

へ

る
の
で
あ
る
｡

･
次
に
社
曾
経
済
制
度
所
収
の

｢
黄
籍
に
警

｣
に
新
に
附
加
さ
れ
毒

害
(関
大
)
石
挙
紹
苦

の
例
は
､
複
文
に
吏
部
進
撃
､
可

依
晋
氏
九
班
だ
制
'
永
麓
携
法
.
選
畢
鮭
中
書
門
下
､
軍

警

i省
'
然
復
行
之
と
あ
り
'
選
単
に
関
係
す
る
事
明
か
で
め
っ
て
'
兜
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帝
が
黄
警

静
定
し
た
と
は
同
書
(轡
九
)
石
動
隼
に
滞
空

品
'
復
席
定
九
品
と
あ
る
軌
を
指
す
と
孝
へ
る
｡
こ
れ
に
よ
っ
て
定
め

ら
れ
た
者
は
士
族
と
稀
し
得
る
が
'
其
英
紙
と
は
同
書㊥
(崇

)
劉
下
偉
･
宋
音
(諾

)
察
廓
侍
に
見
え
る
黄
紙
と
同
様
の
性
質
で
あ

っ
て
'
声
帯
茸
希
と
混
同
さ
る
べ
き
も
の
で
は
な

い
.

小
生
は
南
朝
の
所
謂
門
閥
貴
族
の
構
成
あ
る
赦
曾
制
を
否
定
す
る
如
き
無
碁
を
敢
て
す
る
者
で
は
な
い
が
､
黄
白
葦
に
封
す
る
所

見
は
以
上
の
如
く
で
あ
か
0
日
希
を
白
丁
の
籍
と
す
る
根
球
な
き
史
倍
の
詮
を
契
機
と
し
て
朗
三
省
の
詮
が
生
じ
た
の
で
あ
る
が
､

小
生
は
別
の
方
面
か
ら
考
察
し
得
た
と
信
す
る
.
其
間
伐
多
-
の
問
蛭
を
残
し
て
ゐ
る
が
大
方
の
批
判
を
待
つ
こ
と
に
し
て

7
先
づ

輩
を
捕
き
た
い
.
終
-
に
批
判
に
急
な
る
験
抄
に
鼠
ら
ず
も
行
文
中
に
非
鰭
の
言
を
重
ね
た
事
を
探
-
岡
崎
博
士
に
御
容
赦
を
乞
ひ

た
い
次
発
で
あ
る
.

牡①

帝
文
耕
談
の
論
説
の
形
式
は
常
に
史
焔
云
と
樺
文
を
引
き
次
に
自
敦
を
述

べ
る
の
で
あ
っ
て
'
此
場
合
は
日
舞
着
日
丁
之
籍
耳
よ
-
鶴
め
て
本

文
の
引
用
に
緯
き
.
次
に
若
以
籍
自
丁
之
籍
則
王
公
立
自
丁
哉
と
言
っ
て
ゐ
る
.
相
通
鑑
晋
紀
十
八
成
帝
成
廉
七
年
四
月
の
健
に
時
王
公
庶
人
~

多
自
北
凍
､
僑
寓
江
左
'
今
皆
以
土
着
篤
噺
､
著
之
自
籍
也
.
自
籍
者
戸
口
版
籍
也
｡
来
賓
以
下
'
有
茸
籍
と
同
趣
旨
の
託
が
あ
る
.
稗
文
と

胡
証
の
補
体
は
王
鳴
盛
十
七
史
商
碇
巻
首
遮
鑑
稗
文
胡
氏
耕
誤
を
参
看
あ
-
た
い
.

⑳

通
鑑
晋
紀
十
八
に
此
詔
を
詔
賓
王
公
以
下
至
庶
人
､
骨
正
土
断
自
縛
と
す
O
編
戸
の
文
字
を
刷
っ
た
の
は
'
編
戸
寮
民
の
意
味
の
編
戸
を
王
公

の
上
に
置
-
事
を
止
め
'
賓
字
を
表
し
て
意
を
存
し
､
至
庶
人
を
補
っ
た
も
の
と
息
ふ
.
飴
し
至
庶
人
の
必
L
も
必
嬰
な
ら
ざ
る
串
及
び
公
卿

以
下
に
土
断
の
必
要
あ
る
こ
と
は
､
晋
書
巻
九
孝
武
帝
紐
寧
廉
三
年
七
月
乙
巳
の
保
に
除
鹿
田
収
租
之
制
'
三
分
以
下
､
口
稔
米
三
斜
'
縞
在

役
之
身
と
ゐ
-
､
同
書
癖
二
二
十
六
街
増
俸
に
食
管
蕩
除
末
法
(
九
品
中
正

の法
を
指
す
)~

一
擬
古
制
､
以
土
断
定
.
自
公
卿
以
下
､
皆
以
所
居

蕗
正
､
無
懸
客
輿
土
着
(
西
晋
時
代
の
こ
と
)
と
あ
る
よ
-
肴
取
出
凍
る
｡

㊥

晋
略
伺
侍
に
は
､
古
着
分
土
割
境
､
以

一
首
姓
之
心
と
す
｡
罷
撃
は
引
用
文
に
放
い
て
非
難
者
の
言
を
挙
げ
こ
れ
を
反
駁
し
､
時
代
に
徹
っ
て

本
貫
の
蕗
動
す
る
の
骨
L･t
る
串
を
述
べ
て
ゐ
る
.
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④

杜
倍
が
何
故
に
前
句
を
例
除
し
た
か
国
よ
-
不
明
で
あ
る
.
岡
崎
博
士
は

｢
士
庶
鑑
別
の
研
究
｣
貫
二
三
〇
に
晋
中
原
蛮
風
よ
h
下
女
と
前
句

と
前
後
連
緯
せ
ざ
る
肴
あ
る
も
前
句
を
側
除
す
る
を
得
す
'
江
左
に
於
で
籍
に
黄
白
の
別
あ
り
し
こ
と
知
る
べ
L
と
逮
べ
て
ゐ
ら
れ
る
O
小
生

は
苑
寧
侍
に
よ
っ
て
黄
白
籍
の
存
在
を
知
を
の
み
で
な
-
､
該
博
を
次
の
如
-
解
し
て
ゐ
る
O
花
聾
は
葦
自
籍
の
考
語
を
し
て
ゐ
る
の
で
は
な

-
､
現
行
す
る
襲
別
の
戸
籍
自
籍
を
土
師
に
よ
っ
て
改
革
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
O
故
に
直
ち
に
自
籍
の
串
を
論
じ
た
の
で
あ
る
と
.
常
時
葺

籍
も
同
時
に
行
ほ
れ
た
事
後
文
を
見
ら
れ
た
い
.

①

錦
大
師
は
十
駕
斎
養
新
鎌
巻
六
漁
州
柿
郡
の
項
に
成
帝
紀
の
詔
を
そ
の
ま
ゝ
引
用
し
て
土
師
に
よ
る
柿
郡
の
移
動
を
考
記
す
る
に
止
-
､
英
士

鑑
の
晋
書
酎
注
は
胡
氏
の
稗
史
耕
誤
の
説
を
注
す
る
の
み
で
あ
る
｡
こ
れ
は
ま
氏
が
商
船
雀
宮
に
述
べ
る
如
-
胡
氏
の
配
が
大
抵
骨
正
し
-
､

関
越
が
解
決
し
て
し
ま
っ
た
ゝ
め
か
も
知
れ
ぬ
｡

飴
し
こ
十
二
史
別
記
~
核
僚
輩
考
の
著
者
壌
翼
は
岡
崎
博
士
の
指
摘
さ
れ
た
如
-
(南
朝
貴

制
の

一
両
貢
二
四

二
~
幾
代
に
下
省
の
左
戸
菅
に
韓
存
し
た
晋
籍
如
来
晋
の
戸
籍
を
貿
鋼
の
換
し
た
も
の
-
す
る

誠
に
驚
-
べ
き
失
噺
を
し

て
ゐ
る
(叢
考
奄
十
七
語
拳
の
項
)｡
戸
籍
と
譜
書
の
混
乱
で
あ
る
｡

㊥

奔
番
州
都
志
南
東
州
の
部
に
元
帝
大
興
四
年
詔
'
以
碓
民
先
箱
､
健
保
名
上
有
司
'
籍
紛
客
御
慶
と
あ
-
'
精
薄
食
貨
志
に
よ
っ
て
容
は
家
籍

に
注
さ
れ
て
み
た
番
を
知
る
O
此
の
如
き
個
人
の
併
有
に
対
し
て
軍
鏡
に
曝
す
る
昏
戸
が
あ
る
｡
晋
書
巻
百
十

一
束
容
時
載
記
に
今
静
軍
曹
戸

三
分
共
貰
､
風
教
陵
勝
､
威
湘
不
拳
､
碇
悉
罷
雀
封
､
以
賓
大
府
之
健
と
あ
-
､
同
書
巻
首
二
十
g
l慕
容
賓
載
記
に
校
閲
戸
口
'
髄
諸
軍
曹
'

分
曝
郡
懸
と
あ
る
如
き
昏
戸
も
晋
に
考

へ
得
る
.
軍
鏡
の
例
は
前
記
薄
暑
同
所
を
春
着
あ
-
た
い
o
胡
氏
が
土
着
の
箕
戸
と
し
た
も
の
は
上
の

如
き
戸
に
非

ざ
る
璃
立
の
戸
を
指
し
た
も
の
と
考

へ
る
｡

①

土
師
と
は
僑
寓
者
を
現
在
生
活
す
る
地
に
土
着
せ
し
め
る
こ
と
で
あ
っ
て
･
土
師
さ
れ
る
時
は
其
虚
の
民
と
な
か
.
土
師
は
早
-
西
晋
に
行
は

れ
た
ら
し
い
.
陸
雪
の
輿
戴
季
協
賛
(漠
親
犬
翻
育
三
家
集
併
収
)
に
土
断
に
よ
る
編
腰
の
併
場
の
移
動
が
あ
っ
た
串
を
連

べ
て
ゐ
る
｡
陳
帝
高

雑
紀
に
よ
っ
て
成
庚
七
年
よ
-
十
数
年
前
の
成
和
中
に
土
断
が
あ
っ
た
串
を
知
る
が
詳
し
い
事
は
不
明
で
あ
る
｡
叉
成
廉
七
年
よ
り
二
十
三
L年

後
の
哀
帝
輿
寧
二
隼

二
月
に
も
行
ほ
れ
た
｡
晋
書
巻
八
に
大
開
戸
人
厳
法
禁
､
稗
馬
庚
戊
制
と
あ
-
'
同
番
撃

二
十
七
彰
城
穆
王
構
侍
に
庚
戊

制
不
得
城
戸
と
め
っ
て
土
師
の
事
と
は
明
か
で
な
い
が
､
宋
書
式
帝
紀
中
に
よ
っ
て
土
噺
の
行
ほ
れ
た
事
を
知
る
の
で
あ
っ
て
'
そ
れ
に
附
帯

す
る
法
規
中
に
戸
を
戒
匿
す
る
こ
と
を
楽
す
る
個
体
が
あ
つ
た
と
思
は
れ
る
｡
飴
し
此
時
鉛
白
籍
を
許
し
た
串
は
後
二
十
五
年
の
孝
武
帝
大
元

十
四
年
に
苑
峯
が
自
籍
を
東
に
土
師
に
よ
っ
て
改
め
ん
と
し
て
ゐ
る
事
よ
-
知
る
の
で
14g
る
O
胡
氏
の
記
を

小
月
す
る
と
僑
寵
郡
取
の
串
は
成

帝

り時
に
始
め
て
行
ほ
れ
た
様
で
あ
る
が
'
元
帝
の
時
以
本
行
ほ
れ
た
の
で
あ
る
(晋
書
地
球
志
~
来
季
州
郡
志
春
着
)O
恭
し
威
帝
の
初
め
に

蘇
唆
､
新
約
が
江
唯
に
乳
を
な
し
胡
歳
又
大
い
に
糞
-
宵
姓
の
南
波
す
る
者
が
多
か
っ
た
の
で
(
宋
零
州
郡
志
揚
州
の
部
参
看
)､
土
師
の
必
要
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野

が
あ
つ
た
と
息
ほ
れ
る
の
で
あ
る
｡

㊥

岡
崎
博
士
の
玉
海
容
二
十
地
理
部
よ
-
引
用
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
｡
他
に
浅
井
虎
夫
氏
安
部
に
於
け
各
法
典
編
纂
の
清
華
(貫
七
E
l)､
程
樹
徳
氏

九
朝
律
考
(
民
図
二
十
三
年
版
貢
三
二
五
)'
仁
井
田
陛
氏
居
合
拾
遺
(貢
二
四

二

戸
令
に
牧
め
ら
る
｡

㊥

r
士
庶
底
別
の
研
究
｣
貫
二
三
二
.

沈
約
の
義
に
よ
れ
ば
束
晋
成
帝
成
和
三
年
か
ら
の
籍
が
染
代
に
下
省
の
売
声
菅
に
頻
存
し
て
ゐ

Li.
沈
約

は
そ
れ
を
朱
筆
醸
注
'
耗
連
悉
経
と
言
っ
て
ゐ
る
串
に
よ
-
'
戸
籍
の
材
料
よ
-
推
定
す
る
の
で
あ
る
.

⑩

｢
士
庶
底
別
の
研
究
｣
貢
二
三
二
-
二
三
三
｡

⑪

此
議
の
名
稗
は
便
宜
通
典
に
従
っ
た
｡
晋
書
に
は
親
子
d
名
に
嘘
乳
が
あ
る
か
ら
更
に
詳
し
-
博

へ
る
通
典
と
参
照
さ
れ
た
い
.
長
文
の
た
め

引
用
を
避
け
る
が
要
領
は
客
陵
の
挙
繁
の
姉
が
南
中
郡
の
味
読
に
嫁
し
て
後
掠
せ
ら
れ
城
中
に
捜
し
た
の
で
味
読
は
蕨
氏
を
嬰
-
曙
等
三
人
の

子
を
な
し
た
｡
李
繋
が
姉
の
城
中
に
生
存
す
る
事
を
知
-
件
ひ
凍
っ
て
陣
課
の
下
に
序
ら
し
満
た
.
こ
ゝ
に
陣
講
は
庶
人
の
身
で
正
妻
空

:<

籍
に
注
す
る
串
に
な
っ
た
が
~
李
氏
が
死
亡
し
た
時
後
妻
の
子
曙
が
其
喪
に
服
す
べ
き
や
香
や
卒
議
を
求
め
た
の
で
あ
る
.
人
倫
問
題
の
や
か

ま
し
か
つ
L
l常
時
に
は
議
論
が
あ
つ
た
が
､
其
次
第
や
､
講
の
母
'
李
氏
､
蕨
氏
の
籍
上
の
傾
序
も
知
-
得
る
｡
束
管
の
茸
籍
は
恐
ら
-
所
掠

建
都
十
二
年
(
束
晋
安
帝
義
馳
∵
T
二
年
)
正
月
籍
の
如
き
様
式
で
あ
っ
た
ら
う
｡

L
･
G
iles,･･
A
cen
s
u
s
o
f
T
u
n

･httan
g.
T
'ou
ng
P
a
o
,

V
o
l.
x
vi･

pp.
4
68
-
思
8
･
参
看
.

ジ
氏
の
記
す
る
餅
で
は
様
式
は
明
か
に
な
ら
ぬ
が
､
溝
田
博
士
の
ス
タ
イ
ン
氏
費
掘
品
過
限
鏡
下
(東
洋

拳
報
第
八
奄
併
収
)
に
よ
っ
て
知
-
得
る
｡

⑩

此
の
如
-
黄
白
南
棟
の
籍
が
存
在
す
る
以
上
土
着
戸
の
籍
に
対
し
て
土
師
さ
れ
た
僑
第
月
の
籍
は
'
別
を
明
か
に
す
ふ
た
め
白
紙
を
用
e
)た
と

す
る
胡
氏
の
考
案
に
小
生
は
微
ひ
た
い
O
何
蒐
聾
は
非
難
者
の
言
と
し
て

1
朝
簡
戸
､
長
馬
人
隷
'
君
子
則
有
士
風
之
慨
､
小
人
別
儀
下
役
之

慮
､
斯
誠
井
乗
者
之
所
動
､
丙
非
通
碓
者
之
篤
諭
也
と

言
っ
て
ゐ
る
.
正
規
の
戸
希
に
附
さ
れ
る
時
賦
課
の
過
重
が
加
は
る
串
'
叉
戸
籍
の
葬

別
が
兼
併
者
に
薬
ぜ
ら
れ
る
事
情
を
其
首
に
よ
っ
て
考

へ
る
｡

⑬

宋
香
春
二
武
帝
紀
中
に
於
是
依
界
土
断
'
唯
徐
東
育
三
州
犀
晋
陵
者
'
不
離
断
例
､
諸
旅
寓
郡
噺
､
多
被
併
省
と
あ
る
.
宋
蕃
奄
四
十
四
謝
晦

侍
に
よ
れ
ば
義
烈
八
年
に
土
断
が
あ
っ
た
.
或
は
八
は
九
の
誠
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
O
然
し
義
烈
七
年

(樺
門
の
乗
井
を
禁
じ
た
)
~

八
年
(
敬

枕
詞
役
は
見
戸
帥
現
在
の
戸
を
基
本
と
し
た
)､

九
年
(毒
蛇
…土
断
)
の
劉
裕
の
却
蹟
を
通
じ
て

1
貰
し
た
方
針
を
知
る
の
で
あ
る
｡

岡
崎
博
士

は

｢
士
庶
区
別
の
新
党
｣
真
二
三
三
に

｢
宋
武
の
時
土
断
法
を
鼓
吹
せ
る
論
者
蒐
寧
｣
と
言
っ
て
ゐ
ち
れ
る
が
'
こ
れ
は
苑
寧
の
議
が
宋
武
劉

裕
に
賓
行
さ
れ
た
事
情
を
轡
盲
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
-
思
ほ
れ
る
の
で
あ
っ
て
､
苑
聾
の
議
は
通
鑑
に
従

へ
は
東
署
葬
式
帝
の
大
元
十
四
年
で

あ
り
'
此
時
劉
裕
は
微
購
取
る
に
足
ら
ぬ
者
で
あ
っ
た
｡
此
事
は
通
史
(貫
五
九
五
)
に
別
か
に
な
っ
て
み
る
が
'
黄
白
籍
の
考
案
に
鹿
軌
を
木
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す
憧
れ
が
あ
る
の
で
特
に

二
言
す
る
の
で
あ
る
.

㊥

通
史
外
編
第
二
車
第
四
節
南
朝
の
社
食
制
(
貢
五
九
五
)
｡
博
士
の
此
考
察
は
黄
籍
を
士
族
の
籍
と
す
る
僻
記
に
立
つ
も
の
で
あ
る
.
そ
の
た
め

に
苑
寧
侍
を
通
史
内
編
第
三
番
第

1
節
劉
宋
の
全
盛
期
(
貫
二
三
六
)
に
和
語
さ
れ
る
が
可
成
-
掠
文
と
違
っ
て
ゐ
る
｡
そ
れ
は
暫
-
措
-
も
此

詔
の
本
注
を
本
貫
の
淀
と
解
さ
れ
る
の
は
同
侍
の
軟
性
本
部
の
本
郡
と
同

一
親
さ
れ
る
L
!め
で
あ
る
.
恭
し
木
賃
に
法
定
し
た
と
首
は
れ
る
串

は
戸
籍
の
捷
式
又
は
制
度
上
如
何
な
る
串
を
意
味
さ
れ
る
の
か
審
か
で
な
い
｡
小
生
は
本
性
を
本
貫
の
注
と
は
全
然
別
の
も
の
と
し
て
本
文
の

如
-
解
す
O
平
凡
敢
出
版
束
洋
中
世
史
(
貫
二
三

)
に
西
田
保
氏
は

｢
武
帝
の
土
断
法
に
あ
っ
Lで
は
家
柄
と
戸
籍
の
明
輝
な
北
方
人
は
依
鋲
と

し
て
北
方
人
た
る
の
資
格
を
認
め
た
.
斯
様
t･･b人
々
は
貴
族
か
豪
族
よ
-
外
に
な
い
｣
と
記
し
て
ゐ
る
｡
小
生
は
義
烈
の
土
師
が
僑
戸
土
着
政

策
上
の
劉
期
的
な
事
件
で
あ
っ
た
と
す
る
氏
の
見
方
に
は
賛
成
で
あ
る
が
上
の
記
述
に
は
徒
ひ
得
な
い
｡
こ
れ
は
義
烈
の
土
断
と
永
和
の
詔
と

を
振
合
し
た
も
の
に
過
ぎ
ね
が
､
貴
重
豪
族
の
概
念
に
包
合
さ
れ
る

一
群
の
者
に
北
方
人
た
る
の
資
格
を
認
め
た
と
は
果
し
て
如
何
な
る
串
箕

を
指
す
の
か
小
生
に
は
分
ら
な
い
.

⑯

此
詔
の
前
文
は
八
月
辛
酉
､
開
亡
政
敵
限
内
首
出
､
鏑
租
布
二
年
と
あ
る
｡
葺
籍
鎗
春
着
と
は
骨
髄
に
茸
簿
が
韓
存
す
る
者
は
そ
れ
に
照
合
し

て
賀
状
を
復
注
せ
し
め
た
と
解
す
る
｡

⑯

｢
天
資
時
代
の
戸
数
と
口
数
と
の
関
係
に
裁
き
で
｣
(歴
史
と
地
理
第
三
十
三
披
併
収
)
の
戸
主
曹
思
乱
の
籍
(貢
三
七
)を
例
に
と
れ
ば
'

戸
毒

思
札
載
任
雲

境
除
副
譜

舛
㌔

軌
朋
黒

酢
授
甲
頭
和
智
恭

富

離
廓

父
建

と
あ
る
も
S
lゝ

東
に
詳
細
L･t
る
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
｡
沈
約
は
並
骨
詳
賓
､
朱
筆
膳
注
と
言
ひ
此
籍
椅
詳
'
賓
宜
保
惜
と
言
っ
て
ゐ
る
.

㊥

石
季
龍
載
記
の
詔
と
は

塊
殆
建
九
品
之
制
､
三
年

1
清
定
之
.
錐
末
弘
美
､
亦
椅
紬
之
猪
律
'
人
倫
之
明
鏡
.
徒
爾
以
衆
'
連
用
無
改
｡
先
帝
創
臨
天
下
､
某
紙
再

定
､
至
於
遊
撃
'
詮
銭
首
柊
.
白
不
措
定
.
三
載
手
芸
｡
主
著
其
吏
詮
論
､
務
揚
清
激
濁
'
使
九
洗
成
允
也

と
あ
-
本
文
の
引
用
に
緯
-
｡
劉
サ
博
の
草
紙
は
九
品
中
正
法
に
よ
-
､
人
物
を
甑
別
し
て
載
せ
た
黄
紙
で
あ
-
蒸
廓
博
の
そ
れ
は
避
寒
で
あ

る
.
こ
れ
を
戸
籍
と
蛇
岡
山
束
ね
事
は
敦
煙
の
戸
籍
と
解
せ
ら
れ
る
中
に
も
戸
籍
の
概
念
に
入
ら
ぬ
(
例

へ
は
｢
天
資
時
代
の
戸
数
と
口
敬
｣
貫

六
五
-
官
十
五
所
収
の
も
の
)~
食
貸
第
四
番
第
五
期
の
序
に
陶
希
聖
氏
が
丁
籍
と
呼
ぶ
も
の
が
あ
る
串
を
考

へ
れ
ば
明
か
で
あ
っ
て
､
上
の
茸

枕
に
名
づ
-
れ
ば
士
籍
と
言
ひ
得
る
で
あ
ら
う
｡

本
稿
の
趣
旨
を
東
洋
史
談
話
骨
夢

一
向
大
倉
の
講
演
概
要
と
し
て
先
々
班
に
載
す
串
を
計
童
中
父
の
急
逝
に
遭
っ
て
稿
を
悠
し
得
や
､
前
鍵

に
漁
合
し
て
果
さ
す
'
編
輯
者
に
迷
惑
を
か
け
た
､
記
し
て
耗
-
謝
し
た
い
.
本
稿
殆
ん
ど
成
る
頃
新
光
政
出
版
祝
菅
南
北
朝
史
の
配
本
中

な
る
革
を
知
つ
た
が
見
る
暇
が
な
か
っ
た
｡
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